
令和７年度良好な水環境保全・活用モデル事業

大浦川流域において、流域の生態系、水質保全と地域経済活性化を一体的に進める「再
生型ツーリズム」モデルの確立を目指す。訪問者の増加が保全・再生、コミュニティの強化と地
域経済の活性化につながる好循環の創出を実現する。

大浦川再生型ツーリズムプロジェクト
 ～地域と訪問者がともにはぐくむ水辺の未来～ （団体：株式会社わんさか）

（沖縄県名護市）

事業概要 • 科学的データの収集と多様なステークホルダーによる保全・
再生プロジェクトの骨子策定・体制構築

• 市民参加型モニタリングの試行とフィードバック方策の検討
• 環境協力金の仕組みを活用した再生型ツーリズム造成

実施内容

人口減少や高齢化が進む遊佐町の月光川水系において、釣り人、地域住民らによるイワナ
の資源量調査や高校生によるツアープログラム開発を行い、様々なセクターが協働して「遊佐
の水圏を楽しみながら守る」仕組みとネットワークづくりを目指す。

高校生と釣り人によるイワナの資源量調査および水圏活用と保全のための
拠点・コミュニティづくり （団体：GOODLIFEISLAND合同会社）

（山形県酒田市）

事業概要 • イワナの資源量調査に関する勉強会等の開催
• 高校生と連携したツアープログラムの開発・実施
• 取組を通じた地域内外の様々なステークホルダーのコミュ
ニティ・ネットワークづくりの検討

実施内容

○豊かな水辺等の良好な水環境の保全・活用による地域づくりにより、良好な水環境を活かした地域の魅力度

の向上、地域活性化を推進するモデル事業を実施（令和７年度は21件の応募から5件を選定）

琵琶湖の源流・栗東市走井集落で、集落の歴史・文化・農業と水とのつながりを取材・発
信するとともに、水辺の調査・保全活動を含めた「リバー・エコツアー」を造成し、集落住民・
来訪者・企業等の連携による持続可能な水環境保全体制を構築する。

びわ湖源流の里山1300年の歴史と未来をつなぐ水辺空間創出  
リバー・エコツアー （団体：一般社団法人栗東市観光協会）

（滋賀県栗東市）

事業概要 • 水辺環境の保全活動を含めた「リバー・エコツアー」の造成
• 水辺環境と歴史・文化のつながりについて取材、発信する
ための普及・啓発ツールの作成

• 取組を継続して実施できる体制づくり及びOECM等の認
定制度等の活用の検討

実施内容

• 多様な生物が生息するビオトープの整備
• 自然共生サイトの登録準備（勉強会、生物調査）
• 水環境の活用（近隣キャンプ場・リゾートホテル向け観
光コンテンツづくり、ネイチャーガイド試行）

鳴門市瀬戸町島田島において、耕作放棄地を豊かな水環境として復活させ、「美しい農村
景観の復元」「コウノトリの新たな生息の創出」「環境教育・観光利用への活用」「自然共生
サイトへの登録」により、水環境保全・活用の共創体制の確立を目指す。

コウノトリの新たな生息地となる水環境の創出と活用
（団体：特定非営利活動法人とくしまコウノトリ基金）

（徳島県鳴門市）

事業概要

実施内容

茂林寺沼湿原において、湿原利害関係者を含めた地域の多様な主体との連携プラット
フォーム「茂林寺沼湿原100年会議」を構築する。魅力発見調査、維持管理トライアル、等
の活動を通じ、地域ぐるみでの湿原(里沼)の再生を目指す。

「茂林寺沼湿原」保全・活用100年プロジェクト
（団体：館林市教育委員会）

（群馬県館林市）

事業概要 • 茂林寺沼湿原100年会議の構築
• 地元小中学生のフィールドワークによる魅力発見調査と
「茂林寺沼タイムス」・貴重動植物解説マップの作成

• 地元ボランティアによる里沼の保全、維持管理トライアル
• 水質浄化に向けた水流調査・実証実験等の実施

実施内容
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